
東北農業研究 (TohOku Acric.Res.)23,33-34(1978)

寒冷・ 寡照地帯における乾田直播栽培技術確立に関する研究
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1  1ま  し め に

岩手農試県南分場では,低位な気象生産力示数に対応し

て土壌基盤整備を実施したうえで,省力安定多収技術体系

の確立を目途とし,その一環として乾田直播機械化技術体

系の確立に関する試験を実施してきた。

乾日直播栽培は,入水時を境に圃場の様式が異なり,叉 ,

移植栽培に比べて本田期間も長いので雑草防除が難点の一

つといわれてきた。

筆者らは,昭和49年から54にかけて乾田直播栽培にお

ける雑草の発生消長を調査し,除草法に関する試験を実施

したのでその概要を報告する。

表 1 除草体系試験構成

2試 験 の 方 法

直播栽培様式として裸地全面耕起直播,裸地不耕起直播

(播種溝のみロータリー耕),イ タツアンライグラス跡地(播

種 8日 前に,除草剤パラコート液 50CC/aを 全面散布 )全

面耕起直播,同不耕起直播の 4播種様式により試験を実施

した。

昭和49～50年の2カ年間,乾口期間と入水後に分け,そ

れぞれ数種の除草剤を供試して防除試験を実施し,その結

果有望と思われるものを組合せて表 1に より除草体系試験

を行つた。

除 草 体 系 試 験 区 番 号

播 種 後 出 芽 前

(5月 11日 )
生 育 初 期 (25葉 )
(5月 27日 )

期
的
水
別
入
＜

入水 中期

(6月 2,日 )

ウラ作イタリアン区 裸 地 区

全層耕起 不 耕 起 全層耕起

MCC水和 100′ /a

呉弓智」計‐‐
1::::

C-315乳   50 CC

B-31:8:慧 +DC::島 BM-3015400,/a
B-3015-SM
400′ /a 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12無 除 草

注 MCC水和剤  有効成分 50%,
B-3015乳剤   ″  50%,

なお耕起 砕土は橋種当日,播種は畦幅30θπの条播施肥

播種機を使用した。

播種期は,昭和49～50年は 5月 6日 ,昭和51年は 4月 28

日である。

6試 験 の 結 果

4種播種様式により直播栽培を行い,その雑草の発生消

長を調査した結果次の通りである。

イネ科 : ノピユが大部分であるが,乾田期後期にメヒ

G→ 15乳劫
有
彎戸
分
l:場 を使用

シパがまれに認められた。

不耕起直播では, 5月 5～ 10日 ごろにノピエが発生し始

め, 5月 5半旬まで発生して 6月 2半旬の入水時には 3～

4葉に生育した。入水後は 4日 目ごろより再び発生を始め

て 15日 間位発生 した。

全面耕起播では,初発生が不耕起区に比べて 5～
'日
遅

れ,入水時まで発生を続け,入水後更に多発した。

発生量は入水前,入水後とも不耕起区が多かった。

アプラナ科 : 不耕起区では,播種時よリスカシタゴボ
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ウ,′ ネッヶパナが認められ,ス ヵシタゴボウの発生は 5

月20日 頃で終えたが,タ ネッタパナは入水時まで発生が続

いた。

叉,耕起区では,両草種とも5月 中旬から発生し,入水
時まで発生した。

キク科 : ′ボロギク,オニノグシ等は不耕起EXIで播種
前に発生しており, 5月 中旬まで発生した。耕起区では,

5月 10日 頃より入水時まで発生が認められた。

ヒメション,ア レチノギク等は 5月 10日 ごろより不耕起
区で認められ,耕建区では数日遅れて発生を認めた。いず
れも入水時まで発生を続けた。

ホタルイ : 乾田期間には,越冬株出来の個体が発生した。

不耕起では 5月 初めから認められ,耕起区では 5月 10日
から発生が認められた。

入水後は,耕起区,不耕起区とも種子発生個体が 5日 目
ごろより発生し,3週間位まで発生を続けた。
ヘラオモダカ: 入水後 3～ 4日 で発生を認め,発生期

表2 除草体系試験成績の概要 (昭 51年 )

3カ年の試験結果を要約すると次の通りである。

1乾田期間に発生する一年生草は,MCC,c-315な どに
よるイネ出芽前土壌処理で防除できるが,雑草多発口では

播種後土壌処理と入水前茎葉処理の体系で,乾田期間の防
除の徹底を期する必要がある。

2乾田期間雑草のうちノビェ,ホタルイを除き,小型の
ものは入水湛水状態が維持されれば,水没により消滅する。
3ィ タリアンライグラス跡地でも,耕起前にバラコート
等を適地に処理することによって乾田直播栽培は可能であ

間は10日位と短かい。

マツパイ : 入水後 5日 目ごろより15日 日ごろまで発生した。
その他: イタリアンライグラス跡では,不耕起区にそ
の残株を認めた。播種前パラヨート剤処理の作業精度が大

きく影響する。

除草剤による雑草の防除 :昭和49/-50年にかけ,乾田
期間と入水後に分け,それぞれ数種類の除草剤を供試して

防除試験を実施した。

その結果,乾田期間ではMCC水和剤,G-315乳剤,B
-3015・ P乳剤等が播種後土嬢処理剤として使用可能であ

り,茎葉兼土壌処理には,D-3015乳剤とDC PA ttL剤の混
用が除草効果がすぐれたが着千の葉先枯れもみた。

又,入水後では,ベ ンチオカーブ混和剤とモノネー ト混
合剤,ベンタゾン混合剤を供試したが,ベンチオカープ混
合剤が除草7~D果が高かつた。

これらの結果をもとに昭和54度も表 1により除草体系試
験を実施し,そ の結果を表 2に示した。

めとま
る。 しかし不耕起直播ではイネ出芽前に再度パラコー ト剤

を処理する必要があろう。

4栄養繁殖難草や越年生雑草が多発する圃場では,ィ ネ
出芽前にパラコー ト等を混用して完全に防除 しておくこと

が必要であり,不耕起直播では特にその必要性が高い。
5乾団直播では入水後の漏水多く,入水後使用する除草
剤は水溶解性の小さいものの方が効果が高く,モ リネー ト

剤はベンチオカープ剤より効果が劣つた。

6移植栽培にくらべて雑草の発生量が多く,叉,生育も
早いので除草剤処理適期を失することのない様注意を要す

る。
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